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プラットフォーム？

CiNii 図書  - The four : GAFA : 四騎士が創り変えた世界
https://ci.nii.ac.jp/ncid/BB2651872X

国立情報学研究所学術基盤オープンフォーラム 2022ウェブサイトより引用
https://www.nii.ac.jp/openforum/2022/

https://ci.nii.ac.jp/ncid/BB2651872X
https://www.nii.ac.jp/openforum/2022/


プラットフォーム？

"Paris, Gare de Lyon, TGV" by David Monniaux (Licensed under CC BY-SA 3.0)
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Paris_Gare_de_Lyon_dsc03797.jpg

映画「プラットフォーム」公式ウェブサイトより引用
http://klockworx-v.com/platform/

https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Paris_Gare_de_Lyon_dsc03797.jpg
http://klockworx-v.com/platform/


プラットフォームを考える

● 手段の共通性
○ 同じルール・技術による効率化

● 目的の固有性
○ 行き先はそれぞれ
○ 単一のサービスでは賄え得ない

● 大学図書館にとってのプラットフォーム
○ 利用者として

■ 複数のサービスをどのように使いこなすか
■ 足りないものをどう補完するか

● 最適なバランスを追求する
○ 提供者として

■ 大学・研究機関構成員にとって図書館は情報プラットフォームそ
のもの
● 何が期待されているのか、どう応えるのか



これから委員会

「これから委員会のゴール： 2022年を目指して」小山憲司（ CC BY-ND 4.0）
（国立情報学研究所学術情報基盤オープンフォーラム 2021）

https://www.nii.ac.jp/openforum/2021/day3_cont2.html

目録と電子リソースへの具
体的な取り組み

学術情報システムの
ビジョン設定

https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/
https://www.nii.ac.jp/openforum/2021/day3_cont2.html


これから委員会の10年

「つながる目録、つながるサービス」大向一輝
（平成27年度大学図書館シンポジウム「 2020年のNACSIS-CAT/ILLを考える」）

https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/korekara/2021-02/lf_ohmukai_20151112.pdf

図書館システム・ネットワーク（ 2021）
https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw

概念から実装へ

JUSTICE・JPCOARと
の役割分担

https://contents.nii.ac.jp/sites/default/files/korekara/2021-02/lf_ohmukai_20151112.pdf
https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw


これから委員会のこれから

● 内外の変化を観測し、次のアクションを明確化する
○ アクセス性・相互運用性の向上

■ データモデル
■ 標準化

○ 要求の拡大
■ オープンサイエンス
■ デジタルアーカイブ

○ 利用者の期待



フォーラムのテーマ

● プラットフォームとしての大学図書館のあり方を明確化する

○ データのネットワーク

■ 「これからの学術情報システムのメタデータ収集・作成方針（案）について」

の検討と策定（飯野さん）

■ 日本目録規則2018年版の新NACSIS-CAT/ILLへの適用（木下さん）

○ 情報システムのネットワーク

■ 「共同利用システム」と「新NACSIS-CAT/ILL」（村上さん）

■ 「電子リソースデータ共有サービス」ご紹介（三村さん）

○ 人のネットワーク

■ 参加型でつくる大学図書館システム・ネットワーク（粟屋さん）

● 利用者と向き合う専門職のつながりをつくる


